


令和 8 年度 一般入試 数学 出題意図 

 

出題範囲である数学 I，数学 A，数学 II の各科目に関して、計算能力、数学的知識につい

ての理解の度合い、論理に基づく数学的論述能力を測るために，各分野から幅広く問題を出

題した。 

 

 



  

 

 

 

 

第 1 問 

 

(１)  

234(5) = 2 × 52 + 3 × 51 + 4 × 50 = 50 + 15 + 4 = 69 

 

 

(２)  

60 = 22 × 3 × 5 なので，√60 𝑛 が自然数になるような最小の自然数 𝑛 は 𝑛 = 3 × 5 = 15 

 

 

(３)  

sin2 α = 1 − cos2 α = 1 − (−
1

3
)

2

=
8

9
 

𝜋

2
 < α < 𝜋 のとき，sin α > 0 なので，sin α = √

8

9
 = 

2√2

3
 

2 倍角の公式 sin 2α = 2 sin α cos α より， 

sin 2α = 2 ∙ (
2√2

3
) ∙ (−

1

3
) = −

4√2

9
 

 

(４)  

対偶： log𝑎 𝑝 ≦ log𝑎 𝑞  ならば  𝑝 ≧ 𝑞 

𝑎 の範囲： 0 < 𝑎 < 1 

 

(５)  

解と係数の関係より，𝛼 +  𝛽 = − 

−3

1
 = 3 

𝛼 𝛽 =
5

1
= 5 

求める式を通分すると，
β

α
 + 

α

β
 = 

𝛼2+𝛽2

𝛼𝛽
 = 

(𝛼+𝛽)2−2𝛼𝛽

𝛼𝛽
 

これに求めた値を代入すると，
32 − 2∙5

5
 = 

9 − 10

5
 = − 

1

5
 

 

 

 
 

  

受
験
番
号 

      

 

 

※ 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

第 2 問 

 

(１)  

円に内接する四角形の性質より，対角の和は 180° である。 

∠A + ∠C = 180°  

∠C =  180° − ∠A = 180° −  75° =  105° 
(２) 

チェバの定理を適用して 
AD

DB
 × 

BE

EC
 × 

CG

GA
 = 1 

AD ∶ DB = 1 ∶ 2 より 

AD

DB
=

1

2
 ，BE ∶ EC = 3 ∶ 2 より 

BE

EC
=

3

2
 から 

CG

GA
=

4

3
 

よって，AG ∶ GC = 3 ∶ 4 

(３) 

36，48 を素因数分解すると，それぞれ 36 = 22 × 32，48 = 24 × 3 

最大公約数 G は，共通な素因数の指数の小さい方を掛け合わせて，G ＝22 × 31 = 12 

最小公倍数 L は，すべての素因数の指数の大きい方を掛け合わせて，L ＝24 × 32 = 144 

 

(４) 

 

メーカー A の製品の駆動時間の平均値：  5 

 

メーカー A の製品の駆動時間の分散：   = 0.4 

メーカー B の製品の駆動時間の分散：   = 2.0 

ばらつきが小さいメーカー： メーカー A 

 
(５) 

𝑆 = ∫ (𝑥3 + 𝑥2 − 2𝑥)𝑑𝑥
0

−2

− ∫ (𝑥3 + 𝑥2 − 2𝑥)𝑑𝑥
1

0

 

    = [
𝑥4

4
+

𝑥3

3
− 𝑥2]

−2

0

− [
𝑥4

4
+

𝑥3

3
− 𝑥2]

0

1

 

    = −4 +
8

3
+ 4 − (

1

4
+

1

3
− 1) =

7

3
+

3

4
=

28 + 9

12
=

37

12
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第 3 問 

 

(１)  

余弦定理より，AB2 = 102 + 62 − 2 × 10 × 6 cos 120° = 196 

よって，AB = 14 

 

(２) 

正弦定理より，
14

sin 120°
 = 2𝑅 

 

よって，𝑅 = 

14√3

3
 

 

(３) 

OA = 10 なので，𝑥2 + 𝑦2 = 100 

 

 

(４) 

点 C の座標は，(10 cos 120° ，10 sin 120°) = (−5，5√3) 

よって，求める接線は，−5𝑥 + 5√3𝑦 = 100 より，𝑦 =
√3
3

 𝑥 + 
20√3

3
 

 

(５) 

点 P から直線 AC に下ろした垂線の足を H とすると，線分 PH が原点 O を通るときに 

△PAC の面積が最大になる。 

弧 AC に対する中心角が 120° なので，∠APC = 60° 

2 点 A，C は，直線 PH に関して対称なので，AP = CP 

よって，△PAC は正三角形となる。 

OA = 10 なので，OH = 5，AH = 5√3 となり，PH = OH + OP = 15，AC = 10√3 

よって，求める面積は 
1

2
 × 10√3 × 15 = 75√3 
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第 4 問 

 

(１)  

𝑎 = 1，𝑏 = 2 のとき，𝑓(𝑥) = 𝑥2 + 2𝑥 = 𝑥(𝑥 + 2) > 0 より， 

解は 𝑥 < −2，0 < 𝑥である。 

 

(２)  

𝑓(𝑥) = 𝑥2 + 2𝑥 + 𝑏 − 2 のグラフが 𝑥 軸と共有点を持たない条件は， 

判別式 𝐷 < 0 より，𝑏 > 3 である。 

 

 

(３)  

𝑦 = 𝑓(𝑥) のグラフを原点対称移動すると，𝑦 = −𝑓(−𝑥) = −𝑎𝑥2 + 2𝑥 − 𝑏 + 2  

さらに， 𝑦 軸方向に −2 だけ平行移動すると，𝑦 = −𝑎𝑥2 + 2𝑥 − 𝑏  

よって，𝑎 = 2，𝑏 = 1 

 

 

(４)   

𝑓(1) = 0 より，𝑎 + 2 + 𝑏 − 2 = 𝑎 + 𝑏 = 0 

𝑓(3) = 0 より，9𝑎 + 6 + 𝑏 − 2 = 9𝑎 + 𝑏＋4 = 0 

よって，𝑎 = − 

1

2
 ，𝑏 = 

1

2
 

𝑦 = − 

1

2
 𝑥2 + 2𝑥 − 

3

2
 のグラフの頂点を求めると， 

𝑦 = − 

1

2
 (𝑥 − 2)2 + 

1

2
 より，(2， 

1

2
 ) 

 

(５)   

𝑓′(1) = 2𝑎 + 2  で，接線の傾きが 4 なので，𝑎 = 1 

接点の 𝑦 座標は 𝑓(1) = 𝑎 ∙ 12 + 2 + 𝑏 − 2 = 𝑎 + 𝑏 = 𝑏 + 1 で 

接線の方程式から 𝑦 = 4 ∙ 1 − 5 = −1 に等しいので，𝑏 = −2 
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第 5 問 

 

(１) 

1

9
 

 

(２) 

左右に 2 つ並ぶとき: 各行あたり 2 つ× 3 行 = 6 

上下に 2 つ並ぶとき: 同上 

合計: 6 + 6 = 12 

 

(３) 

（2）の余事象。 

球を 2 つ落としたときの配置は全部で 𝐶29 = 36 

よって，求める確率は 1 − 

12

𝐶29

 = 

24

36
= 

2

3
 

 

(４) 

球の配置総数: 𝐶39 = 84 

直線上に並ぶ配置: 縦 3，横 3，斜め 2 で，合計 8 

よって，確率は 
8

84
 = 

2

21
 

 

(５) 

得点の総和: (1 + 3 + 5 + 7) × 3 + (2 + 4 + 6 + 8) × 2 + 3 = 91 

どのマス目も球が入っている確率は 

2

9
 なので，期待値は 

2

9
 × 91 = 

182

9
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